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研究成果の概要：
本研究プロジェクトでは、専門科目の教員と英語教員が連携し、知的財産分野における専門

英語教育の教授法および教材開発のための各種研究を行った。具体的には、(1) Can-Do リスト
の策定：知的財産にかかわる職場で実際にどのような英語の能力が求められているのかを、ア
ンケート調査を通じて明らかにし、学習項目として整理した上で、到達度別 Can-Do List を策
定した。(2) ジャンル分析に基づくコーパス研究：英文特許明細書をもとにジャンル・コーパ
スを作成し、その言語的特徴を明らかにするための検索プログラムを開発した。また判例レヴ
ューや特許明細書などのジャンル・テキストを談話分析および英語教育学の観点から分析した。
さらに、知的財産分野の基本的な解説書（英文）を電子テキスト化し、知的財産分野に特化し
た語彙のパイロット調査を行った。(3) フィールド調査による素材収集と教材開発: ワシント
ン大学ロースクールおよび米国特許事務所、米国特許商標局に赴き、アカデミックな側面とプ
ロフェッショナルな側面の両面から、知的財産分野で用いられている英語のリソースを収集し
た。なお収集した映像資料・音声資料・文字資料を、それぞれ教材として利用すべく、編集し
た。(4)「知的財産英語」のカリキュラム開発: 大阪工業大学知的財産学部で開講している、「知
的財産英語（基礎・応用）」に本研究プロジェクトの成果を反映させるべく、カリキュラムの開
発を進めている。（継続）
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１．研究開始当初の背景
平成１５年に文部科学省が発表した「英語

が使える日本人」の育成のための行動計画で
は、大学英語教育の達成目標として、専門分
野や国際社会で活躍する人材に求められる
英語力の育成が打ち出され、これに呼応する
ように、各大学におけるＥＳＰ（専門分野別
英語教育）の取組みが始まりつつあった。し
かしながら、我が国におけるＥＳＰの受容の
歴史はまだ浅く、その理論や教授法は十分現
場に浸透しているといえる段階にはなかっ
た。また分野別に見れば、もともと理工系の
分野で始まったＥＳＰは、医薬・看護系分野
にも広がりつつあったが、社会科学系の分野
における研究や実践は希少であった。さらに、
ＥＳＰを行うには、英語教員と専門分野の教
員とのコラボレーションが不可欠であるが、
実際には確固たる連携体制に基づく共同研
究や共同授業実践は、まだほとんど行われて
いなかった。

一方、国策として知的財産立国を目指す我
が国では、知的財産分野にかかわる人材の養
成が重要な課題と認識され、平成１４年には
小泉政権下で「知的財産戦略会議」が発足し
た。知的財産は技術とビジネス、法律が絡み
合う分野であり、この分野で働く者にとって、
英語は必須の要件となっている。しかしなが
ら、上述したように社会科学系の分野におけ
るＥＳＰの研究は緒についたばかりであり、
法学分野においては、例えば寺内（2004）の
ように、法学一般を対象とする研究は見られ
たものの、知的財産分野に特化したＥＳＰの
体系的な研究は皆無であった。

このような状況を踏まえ、本研究プロジェ
クトでは、これまでＥＳＰの研究と実践に携
わってきた英語教員と知的財産の専門教員
による共同研究チームを構成し、連携して研
究をすすめることになった。

寺内一 (2004)『コーパス言語学と英語教育
学に基づくアメリカ憲法判例研究のための
ESP 辞書開発』平成 12-14 年度科学研究費補
助金（基盤研究(B)）研究成果報告書（研究
課題番号12480056）.

２．研究の目的
本研究プロジェクトでは、グローバル化が

進む知的財産分野において、国際的に活躍で
きる人材の養成を促進する一環として、その
ような人材に求められる英語運用能力の育
成を図るため、知的財産分野に特化した英語
教育の教授法ならびに教材開発について、理
論と実践の両面から体系的に研究すること
を目的とした。

３．研究の方法
(1) 企業へのアンケート調査に基づいて知
的財産英語のニーズ分析に基づく知的財産
英語の学習到達別Can-Do Listを策定する。

(2) 英文特許明細書などの知的財産分野の
ジャンルテキストをコーパス化し、ジャン
ル分析ならびに語彙研究を行う。

(3) 米国の知的財産関連機関へのフィール
ド調査を行ない、知的財産英語の素材を収
集し、教材開発を行う。

(4) フィールド調査で収集した素材などを
もとに、「知的財産英語」のカリキュラム
開発を行う。

４．研究成果
(1) ニーズ分析に基づくCan-Do Listの策定

知的財産にかかわる職業には、弁理士を
はじめ、特許事務所の職員、企業の知的財
産部門の社員、特許翻訳者などがある。こ
れらの職場で実際にどのような英語の能力
が求められているのかを、アンケート調査
を通じて明らかにし、学習項目として整理
した上で、到達度別Can-Do Listを策定し
た。

(2) 知的財産分野の英語のジャンル分析と
コーパス研究
英文特許明細書をもとにジャンル・コー

パスを作成し、その言語的特徴を明らかに
するための検索プログラムを開発した。ま
た判例レヴューや特許明細書などのジャン
ル・テキストを談話分析および英語教育学
の観点から分析した。さらに、知的財産分
野の基本的な解説書（英文）を電子テキス
ト化し、知的財産分野に特化した語彙のパ
イロット調査を行った。

(3) フィールド調査による素材収集と教材
開発
ワシントン大学ロースクールおよび米国

特許事務所、米国特許商標局に赴き、アカ



デミックな側面とプロフェッショナルな側
面の両面から、知的財産分野で用いられて
いる英語のリソースを収集した。なお収集
した映像資料・音声資料・文字資料は、そ
れぞれ教材として利用すべく、編集作業を
進めている。

(4) 「知的財産英語」のカリキュラム開発
現在大阪工業大学知的財産学部では、専門

基礎科目として「知的財産英語基礎」「知的
財産英語応用」「ビジネス英語」の 3 科目を
提供しているが、これらの科目を中心に本
研究プロジェクトの成果を反映させるべく、
カリキュラムの開発を進めている。
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